
　独立行政法人通則法の一部を改正する法律（ポイント）【平成27年4月1日施行】

　　○ＰＤＣＡサイクルが機能する目標・評価の仕組みの構築

　　　　・　総務大臣は、目標・評価に関する指針を策定。

　　　　・　主務大臣は、指針に基づき、目標を設定・指示し、毎年度、業績評価を実施。

　　　　・　総務省の独立行政法人評価制度委員会は、主務大臣の目標案、中期目標期間の見込評価を点検。

　

 　　　③基金の理事長・監事からの
   　　　ヒアリング

 　　　⑥評価結果の通知

評　　価　　の　　ス　　キ　　ー　　ム

　   　評価に関する
指針の通知

　⑦評価結果の点検
（中期目標期間の見込評価のみ）

④外部有識者から
　の意見聴取

②自己評価
 　の提出

　　　　報告

独立行政法人の評価について

　⑥評価結果の通知
（中期目標期間の見込評価のみ）

農林漁業信用基金

①自己評価の実施

独立行政法人評価有識者会議

農林漁業信用基金部会

主務大臣
（農林水産大臣・財務大臣）

⑤評価の実施

総務大臣

評価に関する

指針の策定

総務省の独立行政法人

評価制度委員会評価運営委員会

参考資料１
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評　　価　　の　　流　　れ

○年度評価の流れは以下のとおり。中期目標期間（見込・実績）も同様の方法により実施。

 【評価項目】 【 項目別評価 】 【 総合評価 】　　

　【 定量的目標を設定している項目 】

 対目標値の達成度合 評定

 120％以上で顕著な成果がある Ｓ

 120％以上 Ａ

 120％以上 Ａ  90％以上120％未満 Ｂ

 100％以上120％未満 Ｂ  50％以上90％未満 Ｃ

 80％以上100％未満 Ｃ  50％未満 Ｄ

　【 定性的目標を設定している項目 】  120％以上で顕著な成果がある Ｓ

 120％以上 Ａ

 90％以上120％未満 Ｂ

 50％以上90％未満 Ｃ

 50％未満 Ｄ

 120％以上で顕著な成果がある Ｓ

 120％以上 Ａ

 90％以上120％未満 Ｂ

 50％以上90％未満 Ｃ

 50％未満 Ｄ

２．大項目の評価
　　　中項目の評価結果について、Ｓ：４点、Ａ：３点、Ｂ：２点、
　　Ｃ：１点、Ｄ：０点とし、その集計に当たり、中項目の項目数に
　　２を乗じて得た数を基準として、５段階評価を行う。

 所期の目標を量的及び質的に
 上回る顕著な成果が得られて
 いると認められる

Ｓ

中項目の合計
数値の割合合

基準となる数値
との対比１２３

 80％未満、又は主務大臣が業
 務運営の改善その他必要な措
 置を講ずることを命ずる必要
 があると認めた場合

Ｄ

 所期の目標を上回る成果が
 得られていると認められる

Ａ

○中期目標で
　 定めた項目
　 を単位とし
　 て、評価項
　 目を設定。

　○中期目標の達成状況、中期計画の実施状況等
　　を考慮し、評価項目毎に、５段階の評語（Ｓ、
　　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）による評定を付す。
　　「Ｂ」を標準とする。

○項目別評定を基礎とし、法人全体の状況について、記述による
　評定及び５段階の評語（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）による評定を付す。

１．中項目の評価
　　　小項目の評価結果について、Ｓ：４点、Ａ：３点、Ｂ：２点、
　　Ｃ：１点、Ｄ：０点とし、その集計に当たり、小項目の項目数に
　　２を乗じて得た数を基準として、５段階評価を行う。

小項目の合計
数値の割合合

基準となる数値
との対比１２３

 120％以上で、かつ質的に顕著
 な成果がある

Ｓ

 所期の目標を下回っており、
 業務の廃止を含めた、抜本的
 な改善を求める改善を要する

Ｄ

大項目の合計
数値の割合合

基準となる数値
との対比１２３

 所期の目標を達成している
 と認められる

Ｂ

 所期の目標を下回っており、
 改善を要する

Ｃ

３．総合評価
　　　大項目の評価結果について、Ｓ：４点、Ａ：３点、Ｂ：２点、
　　Ｃ：１点、Ｄ：０点とし、その集計に当たり、大項目の項目数に
　　２を乗じて得た数を基準として、５段階評価を行う。
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